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未来の安心のために、

不動産と相続の問題解決について、

提案、実行致します。

株式会社アセット・アドバイザー

2012年（平成24年）１月１日 第 30 号

㈱アセット・アドバイザーからの情報通信

新新新新たなたなたなたな年年年年をををを迎迎迎迎ええええ、、、、皆皆皆皆さまとのさまとのさまとのさまとの変変変変わらぬごわらぬごわらぬごわらぬご縁縁縁縁にににに、、、、心心心心よりよりよりより感謝申感謝申感謝申感謝申しししし上上上上げますげますげますげます。。。。

旧年中旧年中旧年中旧年中はははは格別格別格別格別のごのごのごのご高配高配高配高配をををを賜賜賜賜りりりり厚厚厚厚くくくく御礼申御礼申御礼申御礼申しししし上上上上げますげますげますげます。。。。

本年本年本年本年もももも変変変変わらぬごわらぬごわらぬごわらぬご愛顧愛顧愛顧愛顧をををを賜賜賜賜りますようおりますようおりますようおりますようお願願願願いいいい申申申申しししし上上上上げますげますげますげます。。。。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ 通信通信通信通信トピックストピックストピックストピックス ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

～ 最近の相談事例から感じること ～

昨年12月中旬に、今年度の税制改正大綱が発

表されました。一昨年末から話題となった相続税

の基礎控除の圧縮や、税率の改正は盛り込まれ

ませんでした。しかし、年末の消費税改正案（消

費税率を2014年4月に8%、2015年10月に10%に引

き上げ）に、マイナンバー（国民に共通番号を付

ける）制度を前提と併記されていました。相続税

改革は、①小規模宅地の特例の厳格化、②基礎

控除圧縮や税率改正、③共通番号制度の導入

の順で予定されているようですので、2015年迄に

は基礎控除圧縮や税率改正があると思います。

さて、今回は最近の相談事例から感じたことを

お知らせしようと思います。話が脱線しますが、

小学生の頃に読んだクイズの本に、こんな問題

がありました。「大の酒好きが２人居ます。しかし

、徳利の酒が１本と空のグラスが２つしかありま

せん。２人が喧嘩をしないように分けるにはどうし

たら良いでしょうか？」という問題です。皆さんも

ちょっと考えてみてください。（答えは後半に。）

最近の相談事例は、相続税増税も影響してか、

子どもが親の相続を心配するケースが多くなりま

した。但し、法律上の子どもとはいえ、実際は60

歳代、言葉を選ばなければ大の大人です。彼ら

は夜も寝られず自身の将来を悩んでいます。

ひとつの事例は、父が他界後、相談者から見て

我がままな母親との同居が５年を経過した長男

です。未だ母親の気持ちが判らず悩んでいます。

実家を承継したい気持ちから、長男の娘を養子

に入れ、任意後見契約も母親と結び将来に備え

ました。しかし、父親の相続の際に妹とのトラブル

があってから、妹の言動がとても気になります。

財産は母親と一緒に住むこの家だけ、妹は母親

に遺言を書かせたかもしれない、この家を妹に相

続するような内容だったら、自分はどうしたら良い

のか。という切実な相談です。

子どもが単独で考える親の相続対策は、残念

ながらトラブルの基になることが多いです。なぜ

なら、親の理解が得られないときは、親が自身の

死を悟っておらず「自分が死んだときの話をする

なんて…、」と子どもに反感を持つことになります

し、他のきょうだいから見れば「自分だけ多く取ろ

うとしている」と反感を持たれるからです。前記の

事例の場合、解決の実務では母親に遺言を書い

て戴くことですが、遺言書が出来た翌日に妹が

母親を訪ねれば、同じ悩みは母親が亡くなるま

で続いてしまいます。この悩みを長男が単独で

解決するには、親の財産を諦める(執着しない)

しかありません。しかし、親の面倒を毎日みなが

ら、諦めることは並大抵のことではありません。

もうひとつの事例は、母親からの相談でした。

次女が母の私に怒って電話をしてきます。財産

を分けるなら、姉と全く同じ金額になるよう、今、

不動産(家の土地建物)の価格を決めて、差額を

記載して現金で渡すと遺言して欲しいと。本当は

、亡くなった主人が一生懸命に築いた家なので、

子どもには残して貰いたいと思っている。母娘が

共に苦しんでいて、これも切実な相談です。

さて、前段のクイズの答えは「一人がグラスに

半分ずつ酒を分け、もう一人が飲む酒(グラス)を

選ぶ。」というものでした。人間の欲を考慮すれ

ば優れた答えだと思います。しかしながら、日本

の相続財産の多くは不動産が含まれ、均分する

ことが難しいのが現実です。このクイズの２人が

兄弟だったとします。新たに親が登場して、兄は

酒癖が悪いからこの分量。弟は病気だからこの

分量。と、親が理由を言って分けたら、喧嘩にな

らず分けることが出来るのではないでしょうか。

母親からの相談事例は、同じ悩みでも母親の

愛情が隠れています。母親の愛情があれば解決

できるのではないかと思います。先ほどのクイズ

の発展では、「親の酒だから、親が全部飲む。」

との答えがあっても良いと思っています。

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ セミナーセミナーセミナーセミナー付付付付きききき無料無料無料無料相談会相談会相談会相談会のののの開催開催開催開催についてについてについてについて ☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆ (株)アセット・アドバイザーでは、問題事例を含む

相続関連のミニセミナーの中から、お客様の個別問題を確認する方法で、無料相談会を実施しています。

「土地建物」や「相続対策」でお困りの方、是非、ご活用下さい。第３水曜日の夜（午後6時以降）と、第３土曜日

の日中（午前10時から午後4時迄）実施します。次回は１月18日と21日。ご予約のうえお越し下さい。
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